
令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立入間わかくさ高等特別支援学校 】 

１実践テーマ 
Ⅰ ･ Ⅱ ･ ○Ⅲ  ･ ○Ⅳ  ･ ○Ⅴ（複数選択可） 

 

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
職業学科１～３学年１８クラス（１６４名） 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 保健体育 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

オリンピック・パラリンピックへの知識を深め、楽しんで観戦す

ることができる。 

 

５ 取組内容 「オリンピック・パラリンピック クイズ大会」 

・クイズ形式でオリンピック・パラリンピックの知識を深める。 

１．開催日時  

  ７月１５日（木） 

  １学年：10 時 55 分～１１時４５分 

  ２学年：１１時５５分～１２時４５分 

  ３学年：１３時３０分～１４時２０分 

２．講師 

  本校保健体育教員 

３．会場 

  本校体育館 

４．内容 

①出欠確認 

②本時の内容説明、ルール説明 

③クイズ大会 

④振り返り 

６ 主な成果 

 

・オリンピック・パラリンピックの知識を深めることができた。 

・クイズ大会を通して、オリンピック・パラリンピック大会に興

味関心を持つことができた。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



・オリンピック・パラリンピックの意義を知ることができた。 

・クラスメイトと協力しながら思考することで、団結力を養うこ

とができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・事前にクイズ大会を行うことを周知し、個人個人で、事前学

習する時間を設けたことで、クイズ大会で活発に発言する姿が

みられた。 

・学年ごとにクイズ形式で行うことで、生徒が主体的に参加す

ることができた。 

・ＩＣＴを活用した視覚支援を行うことで、生徒の特性に応じ

た支援を行うことができ、より理解を深めることにつながっ

た。 

・体育館を使用することで、十分な身体的距離を確保すること

ができ、新型コロナウィルス感染症感染対策を万全にした環境

で行うことができた。 

 

 

 
 

８主な課題等 ・保健体育の授業だけでなく、他教科とも連携しながらオリンピ

ック・パラリンピック大会の指導をより充実させ、継続していく。 

９来年度以降の

実施予定 

・引き続き、オリンピック・パラリンピック教育を実施していく。 

 

 


